
復興の現場から見える風景と 

この時代に生きる私たちの役割 

2 0 1 ５ / ４ 月 

福島県 浪江町役場 

小林 直樹 
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浪江町って、どんな町？  
浪江町 

人口 21,434人 

世帯数 7,671世帯 

面積 223.10㎢ 

◆浪江の特産品 

大堀相馬焼 地酒 魚介類 

◆浪江焼麺太国 

Ｂ－１グランプリ出場 

第６回姫路大会       ４位                          
第７回北九州大会 ４位 
第８回豊川大会   １位(ｺﾞｰﾙﾄﾞｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ） 
第９回郡山大会 殿堂入り団体として出場 

◆DASH村 
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平成２３年３月１１日 
東日本大震災発生 

○ 地震による被害 

○ 津波による被害 

○ 放射性物質の汚染被害 





 ◇避難対象者：２１，４３４人〔全町民〕 
 

 ◇避難先（2014.12.31現在 支援対象者：21,045人） 

  福島県内 １４，６３９人 (69.6%) 

  福島県外  ６，４０６人 (30.4%) 
 

  ◇事業所 

  約1000事業所が被災 （商工会加盟約600社） 

   エスエス製薬(株)福島工場、浪江日本ブレーキ(株)、浪江日立化成工業(株)など 

    主要事業所も被災 
 

 ◇浪江町総生産額 ６００億円 
 

 ◇家屋被害 

  全壊６５１戸（流失586 地震65）（H25.3まで目視による判定） 
       

 ◇人的被害 

     死者１８２名（うち特例死亡33名）、震災関連死３３7名 

 

◆浪江町の被災状況 （H26.12.31現在） 
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◆災害発生初期の状況  
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日付 時刻 内  容 

３／１１ 14:46 震度６強の地震発生（震源＝三陸沖M9.0） 

14:54 震度５弱の地震発生（震源＝福島県沖M6.1） 

15:33 津波第一波到達 

16:28 震度５弱の地震発生（震源＝岩手県沖M6.6） 

16:36 原子炉非常用冷却装置注水不能 
（原災法第15条第1項特定事象） 

17:40 震度５弱の地震発生（震源＝福島県沖M6.0） 

19:03 福島第一原発「原子力緊急事態宣言」発令 

21:23 政府、半径３㎞圏内の住民に避難指示、 
半径３㎞～１０㎞圏内の住民に屋内退避指示 
（町は退避指示未確認、  
            報道により事実確認） 

３／１２  5:44 政府、避難指示を半径３㎞～１０㎞圏内に拡
大 
（町は退避指示未確認、 
            報道により事実確認） 

6：07 町災害対策本部会議（１０㎞圏外への避難決
定） 

 13:00 町災害対策本部会議（津島支所へ移転決定） 

 15:36 福島第一原発１号機の爆発音到達 

日付 時刻 内  容 

３／１２ 
 

18:25 内閣総理大臣、避難指示を半径10㎞～半径
20㎞圏内に拡大 
（町は退避指示未確認、 
              報道により事実確認） 

３／１４  11:01 福島第一原発３号機で、水素爆発 

３／１５ 4:30 町災害対策本部会議（二本松方面への避難
方針決定） 

10:00 二本松市へ住民移動開始～夕刻   
二本松市役所東和支所に役場機能移転完了 

11:00 政府、半径20㎞～30㎞圏内の住民に屋内退
避指示 

３／２５ 政府、半径20㎞～30㎞圏内の住民に自主避
難要請 

４／２２ 福島第一原発から 
半径20km圏内を「警戒区域」に設定、 
半径20km～30km圏内を「計画的避難区域」
「緊急時避難準備区域」に設定 

５／２３  福島県男女共生センター（二本松市）へ役場
機能を移転 
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国道114号 津島へ向かう車の列 

避難所の様子 



◆町民の避難経過 
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町内避難所 
親戚宅 

津島地区の 
避難所 

県内３０カ所の仮設住宅、県内外
の借上げ住宅などへ避難 

県内200施設以上の 
旅館・ホテル・ 
ペンションへ避難 

 
体育館や学校施設 

などに避難 

 

浪江町内での避難 二本松市などへの避難 

二次避難所 

平成23年5月～現在 

平成23年4月上旬～ 

◆役場機能移転の経過 

浪江町役場 
 

～平成23年3月12日 

浪江町役場 
津島支所 

 
平成23年 3月12日～3月15日 

4日間 

二本松市役所 
東和支所 

 
平成23年3月15日～5月22日 

69日間 

福島県男女共生センター 
（二本松市）  

平成23年5月23日～平成24年9月30日 

1年131日間 

 現仮設事務所    
  （二本松事務所）     
 
 平成24年  10月1日～本日 

帰町準備室  
復旧事業課  
ふるさと再生課  

津波被災地対策課 

浪江町役場 



2012.3 
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津島支所 

29.42㎞ 

浪江町役場 

8.65㎞ 

データではわからない“心”の被災 

助けられなかった命 

→沿岸部では津波による壊滅的な被害。

翌日以降、本格的な捜索活動が予定され

たが、避難指示が出たため捜索ができず

に避難。 

避難支援策の欠如による無用な被ばく 

→避難指示範囲の拡大により避難した 

津島地区は、奇しくも高線量の区域。 

しかし、当時は国、県等からその情報は

なく滞在。 
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県外避難状況（H26.12.31現在） 



福島県内での住居分散状況 
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郡山
市 

589戸 

福島市 
667戸 

いわき
市 

732戸 

南相馬市
451戸 

白河市 
97戸 

会津若松市
87戸 

二本松市 
361戸 

70戸 

市町村名 箇所数 建設戸数 入居戸数 入居人数 入居率 倉庫使用 残戸数 

桑折町 1  286  169 284 59.1％ 4 113 
二本松市 11  1,069  765 1,461 71.6％ 104 196 
福島市 8  924  630 1,183 68.2％ 92 201 
本宮市 7  421  287 503 68.2％ 58 73 
相馬市 1  93  93 200 100.0％ 0 0 
川俣町 1 30 18 30 60.0％ 2 10 
南相馬市 1 70 70 97 100.0％ 0 0 
計 30  2,893  2,032 3,758 70.2％ 260 593 

◇仮設住宅入居状況 
（H27.1.22現在） 

※点線〇は借上げ住宅入居状況 
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◆浪江町区域見直し  平成２５年４月１日～ 

面積：19,343,538㎡（8.7％） 
人口：8,061人（40.6%） 面積：22,279,048㎡（10.0％） 

人口：8,393人（42.2%） 

面積：181,185,183㎡（81.3％） 
人口：3,412人（17.2%） 

放射線の 
年間積算線量 

20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下 

20～50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ超 

※データはH24.3.31現在 
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 ◆ふるさと再生のロードマップイメージ 

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 
H29年度
以降 

区域見直し 

除染 

復旧工事 

上下水道 

町内の 
復興住宅 

町内の各
種サービス 

町内の 
回復状況 

調整 

本格除染 

準備区域エリア 

制限区域エリア 

調査・工事・安心確保対策 順次提供開始 

検討・意向調査・用地確保・工事 提供開始 

事前準備・部分提供 提供開始 

立入規制緩和（困難区域除く） 

帰還？ 

実施区域拡大・更なる除染 

実態把握・帰還議論 

モデル事業 

準備・制限区域： 

困難区域： 
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除染作業によって出た廃棄物 

タブレット操作体験会 

国道114号線の除染 

コンビニＯＰＥＮ 

町内で収穫された新米の試食会を実施 



・復興＝被災地の復興？ 

・復旧・復興でどんな状態にした
いか 

 

・すなおな想いは「元のくらし」 

・「元のくらし」って何なのだろ
うか？ 

・一言で言えば 

 「当たり前の幸せ」 

 

⇒失う前は分からなかった 

「当たり前の幸せ」と「ふるさ
と」の大切さ 

◆復旧・復興の対象の大きさ
～失ったもの～ 
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浪江町復興計画について 

・妻と夫、親と子、祖父母と孫 

・親しい隣人、友人、仲間 

・PTAや地域でのつながり、地
域伝統芸能 

・働く場、働くことで生まれるや
りがい 

・子どもの頃から楽しみにしてい
たお祭り 

・お気に入りのお店、風景、自然 

・当たり前の安心 

 

⇒そして「当たり前の幸せ」は 

 地域のみんなでつくっていたこ
と 

◆「当たり前の幸せ」とは？ 



そもそも「復興」とは何か？ 

・公共事業発想の復旧・発展が
復興？ 

・「ふるさと」はただの土地？
それとも単なるノスタルジー？ 
 

 

「復興」の定義づけからスター
トする町 

・一人ひとりの暮らしの再建 

→ 帰る・帰らないではなく、     

  暮らしと命が第一 

・ふるさとの再生 

→ 帰る・帰らないではなく、 

  皆の宝を、引き継いだ責 

  任、引き継ぐ責任 

◆町としての「復興」への 
 向き合い方 

• 人によって判断が割れやす
い問題 

• 「自分の正しい」が相手を
傷つける。 

• 「相手の正しい」で自分が
傷つく。 

• 無理な同一化によって相互
が苦しむ風景 

• 通常の状態にない方々に対
して、 

→選択が出来る前提を作ること 

→選択の自由を保障する仕組み 

 を作ること 
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◆多様な側面での協働の必要性 
 ～多様性の確保、町民感覚～ 
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◆復興に向けて 浪江町復興ビジョン 
（平成24年４月策定） 
 
町として、これらの災害にど
う向き合っていくか、町民の
再建やふるさとの再生の方向
性を取りまとめ、今後の展望
を示したもの 
 

浪江町復興計画 

【第一次】 
（平成24年10月策定） 

  

ビジョンの実現のため、
施策の具体的な取り組み
をまとめたもの 

 

調査の概要 
・調査対象 世帯の代表者 9,749世帯 
・調査時期 平成26年8月8日～22日 
・調査方法 郵送法・記名方式 
・回収数  5,796世帯 
・回収率  59.5%（昨年度63.5%） 

避難指示解除後の帰還意向 

戻りたい

17.6% 

判断つか

ない 

24.6% 

戻らない

48.4% 

無回答 

9.4% 
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復興まちづくり計画イメージ図 
避難指示解除準備区域を復興拠点と位置づけ、そこを足
がかりに段階的に整備地域を拡大していきます。 
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浪江焼麺太国 KACHI-UMAプロジェクト＠大堀相馬焼 

鈴木酒造店＠山形県長井市 浪江町から県外へ農作物が出荷 


